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（平成 25 年 8 月 22 日受付/平成 26 年 1 月 24 日受理）
要約：日本の国土面積の 65％を占める中山間地域では，急峻な地形を巧みに利用した棚田が数多く存在し
ており，その景観の美しさから，観光地としても発展を遂げている地域もある。本研究では地形という制約






　水田の土地利用は地形条件としては，標高 80 m, 傾斜角 0° 付近の平坦地ではほとんど変化せず，標高 100
～200 m, 傾斜角 3～5° の間で急激に変化率は高くなり，標高 200 m, 傾斜角 5° 以上では標高，傾斜角の値が













































































































　農林水産省の定義では傾斜角度が 20 分の 1（水平距離





































きた。1996 年 10 月にはスポーツフォーラム型リゾートの
































































































310 m, 傾斜角 11°，平均値は標高 500 m, 傾斜角 13° であり，
全体の分布と類似した結果となった。これは十日町市全体



































みると，標高では 80 m から 300 m, 300 m から 500 m, 500 
m から 800 m の 3 つの範囲でそれぞれ極大値をもってい
た（図 3 上）。しかし，傾斜角のヒストグラム（図 3 下）で
はそのような傾向はなかった。そこで，緯度経度を算出し
て 3 つの集中した分布がどのような人工造成地に該当する
のか確認した。標高 80 m から 300 m のひとつめの集中し
たメッシュは信濃川周辺の空き地や学校，競技場を示して

















































ている。2005 年には農業就業人口の 7 割以上が 65 歳以上
に達していた。1987 年と 2006 年の土地利用の変化のメッ
シュマップを図 6 に示した。また，1987 年の各土地利用
が約 20 年後の 2006 年にはどのような土地利用に変化した
のかを確認するために，遷移確率行列を表 1 に作成した。








　1987 年から 2006 年の変化を確認すると，まず，森林や






6 からもやや減少していることが見て取れるが，表 1 より

















傾斜角別に土地利用割合を求め，図 7 に示した。図 7 左は







80 m から 100 m の水田の多くは，河岸段丘の最も新しい段











表 1　1987 年から 2006 年の土地利用遷移確率行列
図 5　十日町市の農業就業者人口と 65 歳以上の農業就業
人口の割合
70 入江・國井・廣瀬
図 7　十日町市の標高別にみた土地利用の割合　左図（上 1987 年，下 2006 年）










　図 7 右は，横軸に 1° 間隔で傾斜角の値をとり，縦軸に
は傾斜角 1° ごとの土地利用別メッシュ数を算出しその割
合を示した。傾斜角が 0° から 3° の平坦地の土地利用は水











































































1987 年から 2006 年の 20 年間における最大の土地利用変
化は水田にみられた。さらに，図 8 より中山間地域におい














tan x   数式 1
　x は傾斜角という地形の制約で，与えられた条件である
ため，傾斜角が急であるほど y の畔の高さを高く積まな
ければ，B の奥ゆき，さらに B によって確保される水田
面積を確保することができない。
　例えば，傾斜角が 5° と 25° の地点で水田を造成するとき，
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（2014 年 11 月 22 日アクセス）
図 9　水田の断面図







Summary：Rice terraces are paddy  fields made on sloping  land that  follow the natural contour  lines, 








System  (GIS).    It was shown that  topographic  factors directly  limit  the  land-use.   Land-use change  in 
Tokamachi City between 1987 and 2006 was significant  in paddy  fields.   Paddy  field area decreased 
significantly at high altitude on steep slopes.  On the one hand, paddy field located at low altitude on a 
gentle slope mostly changed to buildings and roads.   On the other hand, paddy  fields  located at high 
altitude on steep slopes changed to abandoned farmland fields and forestry.
　　Specifically, paddy fields  located at high altitude of more than 200 m and on slopes steeper than 5° 
have tendency to change to abandoned farmland fields and forestry, even though not a few paddy fields 
located at high altitudes on steep slope continued to be maintained as paddy fields.  Furthermore, 20～
60% of rice terrace fields on slopes steeper than 5° were converted into other land-use.  It was suggested 
that the topographic factor of angle of inclination is strongly limiting to the landuse as rice terraces.
Key words：rice terrace, landuse, land-use change, abandoned field
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